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(57)【要約】
　複数の導管（３４）を有するファンボックス層（２２
）であって、導管の各々が、空気を導管から出し寝具シ
ステムを囲む領域内へ移動させるように構成されたファ
ン（３２）と連通しているファンボックス層（２２）を
含む寝具システム（２０）が提供される。コンデンサ層
（２４）がファンボックス層の上方に位置付けられる。
コンデンサ層は複数の出口ポート（４２）を含み、出口
ポートの各々は導管の１つと連通している。マットレス
層（２６）がコンデンサ層の上方に位置付けられる。マ
ットレス層は、出口ポートの少なくとも１つと各々連通
している複数の第１穴（６０）を有する下部と、第１穴
の１つと各々連通している複数の第２穴（６２）を有す
る上部とを含む。上部は寝台面（２８）を規定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　寝具システムであって、
　複数の導管を備えるファンボックス層であって、前記導管の各々が、空気を前記導管か
ら出して、前記寝具システムを囲む領域内へ移動させるように構成されたファンと連通す
る、ファンボックス層と、
　複数の出口ポートを備える、前記ファンボックス層の上方に位置付けられたコンデンサ
層であって、前記出口ポートの各々が前記導管の１つと連通する、コンデンサ層と、
　前記出口ポートの少なくとも１つと各々連通する複数の第１穴を有する下部と前記第１
穴の１つと各々連通する複数の第２穴を有する上部とを含む前記コンデンサ層の上方に位
置付けられたマットレス層であって、前記上部が寝台面を規定する、マットレス層と、を
備える寝具システム。
【請求項２】
　前記ファンが、前記寝台面から空気を引き出し、前記第２穴及び前記第１穴を通して前
記出口ポート内へ前記空気を移動させるように構成され、前記空気が前記導管から吹き出
され前記寝具システムを囲む前記領域へ吹き入れられるように、前記空気が前記出口ポー
トから前記導管内へ移動する、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項３】
　前記第１穴が、各々前記第２穴の各々の直径より大きい直径を有する、請求項１に記載
の寝具システム。
【請求項４】
　前記第１穴の各々が、前記第２穴の各々に平行に延在する、請求項１に記載の寝具シス
テム。
【請求項５】
　前記第２穴の少なくとも１つが前記第１穴のそれぞれの１つと同軸であり、前記第２穴
の少なくとも１つが、前記第１穴のそれぞれの１つにより規定される長手方向軸からオフ
セットされる、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項６】
　前記上部が複数の空洞を含み、前記空洞が各々前記複数の第２穴を通って延在するよう
に、前記空洞の各々が前記第２穴に垂直に延在する、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項７】
　前記空洞が発泡体で充填される、請求項６に記載の寝具システム。
【請求項８】
　前記空洞が前記寝台面の下方に位置付けられる請求項６に記載の寝具システム。
【請求項９】
　前記マットレス層が第１穴より第２穴を多く備える、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項１０】
　前記コンデンサ層がセンサアセンブリと温度調節器アセンブリとを備え、前記センサア
センブリのソフトフローチャネルが前記寝台面付近に位置付けられるように、前記センサ
アセンブリが前記コンデンサ層から前記マットレス層内へ延在し、前記センサアセンブリ
が、事象又は量の変化を検出し前記温度調節器アセンブリへ対応する出力を提供するよう
に構成されたセンサを備える、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項１１】
　前記温度調節器アセンブリが、前記センサアセンブリから受信した信号に応答して前記
寝具システム内の空気の気温を調節するように構成された熱電デバイスを備える、請求項
１０に記載の寝具システム。
【請求項１２】
　前記センサが、前記寝台面付近の空気の気温が選択された閾値から逸脱することを検出
するように構成され、前記温度調節器アセンブリが、前記寝台面付近の空気の気温が前記
選択された閾値から逸脱したことを示す前記センサアセンブリから受信した信号に応答し
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て前記寝具システム内の空気の気温を調節するように構成される、請求項１０に記載の寝
具システム。
【請求項１３】
　前記寝台面から空気を引き出し、前記導管内へ前記空気を移動させるように、ファンが
、前記出口ポート、第１穴及び第２穴内に負圧を生じさせるように構成される、請求項１
に記載の寝具システム。
【請求項１４】
　前記ファンが、前記寝台面に平行な方向に空気を送るように構成される、請求項１に記
載の寝具システム。
【請求項１５】
　前記コンデンサ層が、第１側部と前記第１側部から壁により分離される第２側部とを備
え、前記第１側部が、第１センサアセンブリと第１温度調節器アセンブリとを備え、前記
第１センサアセンブリのソフトフローチャネルが前記マットレス層の第１側部で前記寝台
面付近に位置付けられるように前記第１センサアセンブリが前記コンデンサ層から延出し
て前記マットレス層へ入り、前記第１センサアセンブリが、事象又は量の変化を検出し対
応する出力を前記第１温度調節器アセンブリへ提供するように構成された第１センサを備
え、前記第２側部が第２センサアセンブリと第２温度調節器アセンブリとを備え、前記第
２センサアセンブリのソフトフローチャネルが前記マットレス層の第２側部で前記寝台面
付近に位置付けられるように、前記第２センサアセンブリが前記コンデンサ層から延出し
て前記マットレス層へ入り、前記第２センサアセンブリが、事象及び量の変化を検出し対
応する出力を前記第２温度調節器アセンブリへ提供するように構成された第２センサを備
え、前記第２センサ及び前記第２温度調節器アセンブリが、前記第１センサ及び前記第１
温度調節器アセンブリから独立して機能するように構成される、請求項１に記載の寝具シ
ステム。
【請求項１６】
　前記第１温度調節器アセンブリが、前記第２温度調節器アセンブリと空気を交換するよ
うに構成される、請求項１５に記載の寝具システム。
【請求項１７】
　前記第１温度調節器アセンブリが、熱気を作るときに、冷気を排出し、前記冷気を前記
第２側部内へ移動させるように構成される、請求項１５に記載の寝具システム。
【請求項１８】
　前記第１温度調節器アセンブリ及び前記第２温度調節器アセンブリが各々、前記寝具シ
ステムを囲む領域内へ排気するように構成された出口を備え、請求項１５に記載の寝具シ
ステム。
【請求項１９】
　前記寝具システムが前記ファンの各々へ結合された気流ポストをさらに備え、前記気流
ポストが各々通路を規定し、前記寝台面付近に位置付けられる開口部を備え、前記ファン
が、空気を前記寝台面から引き出し、前記空気を前記第２穴及び前記第１穴を通じて前記
出口ポート内へ移動させるように構成され、前記空気が前記導管から吹き出されて通路へ
吹き込まれるように前記空気が前記出口ポートから前記導管内へ移動し、前記空気が前記
寝台面の上を前記寝台面に平行な方向に移動するように、前記空気が前記通路を通って移
動し前記気流ポストの前記開口部から出る、請求項１に記載の寝具システム。
【請求項２０】
　前記気流ポストの少なくとも１つが、前記寝台面の上を前記空気を前記寝台面に垂直な
方向に移動させるように構成される、請求項１９に記載の寝具システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
[0000]　本出願は、２０１４年１月１３日に出願された米国特許出願第６１／９２６，５
２６号及び２０１４年１月１３日に出願された米国特許出願第６１／９２６，５４０号の
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利益を主張し、これらの両方が参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。
【０００２】
[0001]　本開示は、概して、マットレスの就寝面から周囲の空気を引き離すように構成さ
れた温度制御されたベッドシステムを含むシステムに関し、その使用方法が含まれる。
【背景技術】
【０００３】
[0002]　睡眠は、人々の生活の全ての局面において、人々が自らの最高の状態を感じ最高
のパフォーマンスをするために極めて重要である。睡眠は、より良い健康への及び個人的
な目標に到達するための必須の経路である。実際、睡眠は、新しい情報を記憶する能力か
ら体重増加までの全てに影響を及ぼす。従って、人々にとって、快適で静穏な睡眠を達成
するためには、自身の個人的な睡眠の好み及び身体のタイプの両方に適した寝具を使用す
ることが不可欠である。
【０００４】
[0003]　マットレスは、適切な睡眠を達成する際の重要な局面である。従って、ユーザが
睡眠中に最大の快適さを達成するように、ユーザの睡眠の好みに基づいて予め設定された
温度を維持することのできるマットレスを提供することが有益である。マットレスの就寝
面から周囲の空気を引き離すシステムを提供することが望ましい。就寝面の異なる領域に
異なる温度環境を適用するように制御され得る温度制御システムを提供することもまた望
ましい。本開示は、これらの先行技術に対する改良形態を説明する。
【発明の概要】
【０００５】
[0004]　一実施形態において、本開示の原理によると、複数の導管を有するファンボック
ス層を備える寝具システムが提供され、導管の各々は、空気を導管から出し寝具システム
を囲む領域内へ移動させるように構成されたファンと連通する。コンデンサ層がファンボ
ックス層の上方に位置付けられる。コンデンサ層は複数の出口ポートを含み、出口ポート
の各々は導管の１つと連通する。マットレス層はコンデンサ層の上方に位置付けられる。
マットレス層は、出口ポートの少なくとも１つと各々連通する複数の第１穴を有する下部
と第１穴の１つと各々連通する複数の第２穴を有する上部とを含む。上部が寝台面を規定
する。
【０００６】
[0005]　本開示は、以下の図面を伴う特定の説明からより容易に明らかとなる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本開示の原理による寝具システムの一実施形態の斜視図である。
【図２】図１に示されるとおりのシステムの構成部品の側面図である。
【図３】図２の線Ａ－Ａに沿った、図１に示されるシステムの構成部品の断面図である。
【図４】図１に示されるシステムの構成部品の斜視図である。
【図５】図１に示される、システムの構成部品の、部分的に想像線による、斜視図である
。
【図６】図１に示されるシステムの構成部品の斜視図である。
【図７】図１に示されるとおりのシステムの構成部品の側面図である。
【図８】図７の線Ｄ－Ｄに沿った、図１に示されるシステムの構成部品の断面図である。
【図９】図７の断面線Ｅ－Ｅに沿った、図１に示されるシステムの構成部品の断面図であ
る。
【図１０】部分的に架空線による、図１に示されるシステムの構成部品の斜視図である。
【図１１】図１に示されるシステムの構成部品の斜視図である。
【図１２】図１に示されるシステムの構成部品の詳細な上面図である。
【図１３】図１５の線Ｂ－Ｂに沿った、図１に示されるシステムの構成部品の断面図であ
る。
【図１４】図１３の線Ｃ－Ｃに沿った、図１に示されるシステムの構成部品の断面図であ
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る。
【図１５】図１に示されるシステムの構成部品の上面図である。
【図１６】図１に示されるシステムの一実施形態の構成部品の断面図である。
【図１７】図１に示されるシステムの一実施形態の構成部品の断面図である。
【図１８】図１に示されるシステムの一実施形態の構成部品の断面図である。
【図１９】図１に示されるシステムの一実施形態の構成部品の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
[0025]　同様の参照符号は、全体にわたって同様の部品を指す。
【０００９】
[0026]　熱再利用システムを有する環境ベッド(ambient bed)の例示的な実施形態及び使
用方法が、寝台面の温度を調整するために、空気がマットレスの寝台面から引き離される
ことを可能にする要素を含む寝具システムについて検討される。本開示は、本開示の一部
を形成する添付図面に関連して本開示の以下の詳細な説明を参照することにより、より容
易に理解され得る。本開示は、本明細書において説明される及び／又は図示される特定の
デバイス、方法、条件又はパラメータへ限定されないこと、並びに、本明細書で使用され
る用語法は特定の実施形態を一例としてのみ説明することを目的とし、特許請求される開
示を限定することを意図するものではないことを理解されたい。
【００１０】
[0027]　また、添付の特許請求の範囲を含む明細書において使用されるとおり、単数形「
a」「an」及び「the」は複数を含み、特定の数値への言及は、文脈からそうではないと明
らかに指示されない限り、少なくともその特定の値を含む。範囲は、本明細書においては
「約」又は「およそ」１つの特定の値から、及び／又は、「約」又は「およそ」別の特定
の値までとして表されてもよい。このような範囲が表される場合、別の実施形態は一方の
特定の値から、及び／又は、他方の特定の値までを含む。同様に、値が先行詞「約」を使
用して近似値として表される場合、当該特定の値が別の実施形態を形成することを理解さ
れたい。全ての空間的な言及、例えば水平、垂直、上部、上の方、下の方、下部、左及び
右などは、例示のみを目的とするものであり、本開示の範囲内において変えられ得る。例
えば、「上の方」及び「下の方」という言及は相対的であり、他方に対する関係において
のみ使用され、必ずしも「上位」及び「下位」ではない。
【００１１】
[0028]　以下の議論は、熱再利用システムを有する環境ベッド、関連する構成部品及び本
開示の原理による環境ベッドシステムの使用方法の説明を含む。代替的な実施形態も開示
される。ここで、添付図面に示される本開示の例示的な実施形態が詳細に参照される。図
１～図１９を参照すると、寝具システム２０の構成部品が示されている。
【００１２】
[0029]　寝具２０の構成部品は、特定の用途に依存して、金属、ポリマー及び／又は複合
材料を含む材料から作られ得る。例えば、寝具システム２０の構成部品は、個別に又は集
合的に、布又は織物、紙又はボール紙、セルロース系材料、生物分解性材料、プラスチッ
ク及び他のポリマー、金属、半剛性の及び剛性の材料などの材料から作られ得る。寝具シ
ステム２０の様々な構成部品は、強度、剛性、弾性、性能及び耐久性など様々な望ましい
特徴を達成するために、上記材料を含む複合材料を有してもよい。寝具システム２０の構
成部品はまた、個別に又は集合的に、上記材料のうちの２つ以上の組合せなど異種の材料
から作られてもよい。寝具システム２０の構成部品は押出成形、成型、射出成型、鋳造、
プレス加工及び／又は機械加工され得る。本明細書において説明されるとおり、寝具シス
テム２０の構成部品はモノリシックに形成されても、一体的に接続されても、又はファス
ニング務歯及び／若しくは装置を含んでもよい。
【００１３】
[0030]　図１～図１５に示される一実施形態において、寝具システム２０は、ファンボッ
クス層２２、ファンボックス層２４の上方に位置付けられたコンデンサ層２４、及び、コ
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ンデンサ層２４の上方に位置付けられたマットレス層２６などの冷却部材を含む。一実施
形態において、冷却部材は、ペルチェデバイス、ペルチェヒートポンプ、ソリッドステー
ト冷却装置、又は熱電冷却器（ＴＥＣ）であり得る。コンデンサ層２４は、マットレス層
２６の寝台面２８付近の温度を検出するための構成部品を含む。寝台面２８付近の温度が
ユーザにより選択された温度から逸脱すると、コンデンサ層２４は寝具システム２０内の
空気を加熱又は冷却し、加熱又は冷却された空気が寝台面２８付近の温度をユーザにより
選択された温度へ変えることができるように、この空気はファンボックス層２２により寝
具システム２０から排出される。
【００１４】
[0031]　図１～図４に示されるとおり、ファンボックス層２２は、例えば複数のファン３
２及び複数の導管３４などファンボックス層２２の他の構成部品を支持する、囲む及び／
又は保護するように構成されたハウジング３０を含む。特に、ハウジング３０は、例えば
図４に示されるとおり、ファン３２の少なくとも１つをハウジング３０の第１側部の壁内
に、及びファン３２の少なくとも１つをハウジング３０の反対側の第２側部の壁内に含む
。ファンボックス層２２及び／又はハウジング３０は、特定の用途の要件に依存して任意
のサイズ又は形状を有し得ることが想定される。例えば、ファンボックス層２２及び／又
はハウジング３０は、例えばツインサイズのマットレス、クイーンサイズのマットレス、
キングサイズのマットレスなど特定のマットレスのサイズ及び形状に実質的に従うサイズ
にされ得る。
【００１５】
[0032]　一実施形態において、ハウジング３０の第１側部の壁は、互いから間隔を空けて
配された３つのファン３２を含み、ハウジング３０の第２側部の壁は、互いから間隔を空
けて配された３つのファン３２を含む。しかしながら、ハウジング３０の第１側部の壁及
びハウジング３０の第２側部の壁は各々１つ又は複数のファン３２を含んでもよいことが
想定される。一実施形態において、図４に示されるとおり、ハウジング３０の第１側部の
壁におけるファン３２の各々は、ハウジング３０の第２側部の壁におけるファン３２の１
つと整列する。ファン３２が各々導管３４の空気チャネル内の空気をハウジング３０から
出し、例えば寝具システム２０を囲む周囲の空気など寝具システム２０を囲む領域内へ移
動させ得るように、導管３４のそれぞれの１つの内表面により規定される空気チャネルが
ファン３２の１つと連通するように、ファン３２は各々導管３４の１つへ結合される。導
管３４は各々、ファン３２の１つへ結合された第１端部３６及び反対側の第２端部３８か
ら延出する。例えば図３及び４に示されるとおり、導管３４は各々、第１端部３６の開口
部は第２端部３８の開口部に垂直に延在するように、第１端部３６と第２端部３８との間
に弓形部分を含む。
【００１６】
[0033]　一実施形態において、図１に示されるとおり、ハウジング３０は、隣接するファ
ン３２間及び／又はファン３２とハウジング３０の第１及び第２側部の間に延在するハウ
ジング３０の上側及び底側との間に凹部４０を含む。一実施形態において、図４に示され
るとおり、凹部４０はハウジング３０の第１及び第２側部の壁の間及び壁を通って延在し
、ハウジング３０の下の空気がハウジング３０の第１側部からハウジング３０の第２側部
へ移動することを可能にする。一実施形態において、空気がハウジング３０下を移動でき
ないようにするために、ハウジング３０は凹部４０を含まず、凹部４０の代わりに固体壁
構成を有する。
【００１７】
[0034]　コンデンサ層２４は、図３に示されるとおり、導管３４の第２端部３８が各々コ
ンデンサ層２４の出口ポート４２へ結合されるようにファンボックス層２２の頂上に位置
付けられ、その結果出口ポート４２の開口部が、導管の第２端部３８の開口部及び導管３
４の空気チャネルと連通する。図５に示されるとおり、出口ポート４２はコンデンサ層２
４の底面４４から上方へ延在し、コンデンサ層２４の上面４６の前で終端する。上面４６
及び底面４４はそれらの間に中空の区画４８を規定する。一実施形態において、図５に示
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されるとおり、区画４８は、第１セクション４８ａと第２セクション４８ｂとへ壁５０に
より分割される。一実施形態において、壁５０は、第１セクション４８ａ内の空気が第２
セクション４８ｂ内へ移動することができるように、及び、逆もまた同様であるように、
複数の開口部５０ａの１つを含む。第１セクション４８ａの中身を見るために、上面４６
の、区画４８の第１セクション４８ａを覆う部分は図５では除去されていることに留意さ
れたい。一実施形態において、第１セクション４８ａは第２セクション４８ｂの鏡像であ
る。第１セクション４８ａ及び第２セクション４８ｂは各々１つ又は複数のシステムコン
トローラ５２と１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４とを含み、これらは以下でより
詳細に検討される。
【００１８】
[0035]　図５に示されるとおり、コンデンサ層２４の上面４６は各出口ポート４２と関連
する複数の孔５６を含む。図５に示される一実施形態において、上面４６は各出口ポート
４２について８つの孔５６を含む。しかしながら、上面４６は、各出口ポート４２につい
て１つ又は複数の孔５６を含んでもよいことが想定される。コンデンサ層２４は、図６に
示されるとおり、コンデンサ層２４の上面４６から上方へ延在する複数の気流孔デバイス
５８を含む。気流孔デバイス５８は中空であり、各々孔５６の１つと整列する。各気流孔
デバイス５８は孔５６の１つと整列する。幾つかの実施形態において、コンデンサ層２４
の上面４６は、図５に示されるとおり、整列された出口ポート４２の間に位置付けられる
複数の孔５６ａを含む。上面４６は、整列された出口ポート４２の各対の間に位置付けら
れる１つ又は複数の孔５６ａを含み得ることが想定される。コンデンサ層２４は、図６に
示されるとおり、コンデンサ層２４の上面４６から上方へ延在する複数の気流孔デバイス
５８ａを含む。気流孔デバイス５８ａは、中空であり、各々孔５６ａの１つと整列する。
【００１９】
[0036]　マットレス層２６は、気流孔デバイス５８、５８ａがマットレス層２６の底面を
通って延在する第１穴６０と整列するように、コンデンサ層２４の頂上に位置付けられる
。第１穴６０は、孔５６の１つ及び出口ポート４２の１つと整列し、又は、孔５６ａの１
つと連通する。マットレス層２６は、複数セットの第２穴６２を含み、第２穴６２の各セ
ットは第１穴６０の１つと連通している。すなわち、各第１穴６０は、寝台面２８を通っ
て各々延在する複数の第２穴６２と連通している。第１穴６０は各々、マットレス層２６
の下部から寝台面２８へ向かってマットレス層２６の穴の直径が減少し、マットレス層２
６の穴の量が増大するように、第２穴６２の各々の直径より大きい直径を有する。第１穴
６０は各々、第２穴６２の各々に平行に延在する。一実施形態において、第２穴６２の少
なくとも１つはそれぞれの第１穴６０の１つと同軸であり、第２穴６２の少なくとも１つ
は、それぞれの第１穴６０の１つにより規定される長手方向軸からオフセットされる。一
実施形態において、図１２に示されるとおり、第２穴６２の各セットは円形の構成を有し
、１つの第２穴６２がセットの中心にあり、第２穴６２の第１リングが第２穴６２を中心
として半径方向に延在し、第２穴６２の第２リングが第２穴６２の第１リングを中心とし
て半径方向に延在する。
【００２０】
[0037]　マットレス層２６は、例えば図３、図１３及び図１４に示されるとおり、複数の
空洞６４であって、各々複数の第２穴６２を通って延在するように第２穴６２に垂直に延
在する複数の空洞６４を含む。空洞６４の各々は出口ポート４２の１つと整列する。一実
施形態において、図１４に示されるとおり、空洞６４は各々、反対側にある線形部分とそ
の間の弓形部分とを含む。線形部分は導管／気流チャネル部分として機能し、丸い中央部
又は弓形部分はそこから引き出すための空きスペースとして機能する。一実施形態におい
て、図１４に示されるとおり、空洞６４各々の中にはインサート６６が配置される。一実
施形態において、インサート６６は例えば網状発泡体などの発泡体でできている。一実施
形態において、空洞６４は各々第２穴６２の各々に垂直に延在する。一実施形態において
、空洞６４は寝台面２８の下方に位置付けられる。一実施形態において、空洞６４及びイ
ンサート６６は、複数セットの第２穴６２にわたって広がるように位置付けられ、空気を
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寝台面３８から中へ引き出すのに十分なサイズの領域を提供する。実際、空洞が小さすぎ
る又は少なすぎる場合、ファン３２がオンになっているときでも、第２穴６２へ入る寝台
面３８からの空気の量が減少するように、空気を寝台面３８から中へ引き出すのに十分な
領域がないと思われる。空洞６４及びインサート６６により、第２穴６２内で寝台面２８
に垂直に移動する空気が空洞６４及びインサート６６内で寝台面２８に平行に移動するこ
とが可能になる。これにより、例えば、第２穴６２の１つの中を寝台面２８から離れる方
向に垂直に移動する空気が、空洞６４及びインサート６６の１つへ入り、かつ、空気が第
２穴６２の別の１つの中を寝台面２８から離れる方向に垂直に移動し続けることができる
ように空洞６４及びインサート６６内を横方向に移動することが可能となる。すなわち、
空洞６４及びインサート６６は、スペースの部分的に開いた空洞を作り出し、これは複数
の第２穴６２と交わって、空気を空洞６４から引き出すことを可能にする。空洞６４及び
インサート６６の睡眠者に対する向きは、睡眠者の頭、胴、及び脚付近に位置付けられる
ように構成され、その理由は身体のこれらの領域が温度の上昇及び低下により最も頻繁に
影響を受けるためである。
【００２１】
[0038]　システムコントローラ５２はプリント基板と様々な構成部品内で構築されるシス
テム全体にわたるセンサとを含んでもよい。システムコントローラ５２は、ユーザがモジ
ュール６８を使って寝台面２８にとって望ましい温度を選択することができるように、モ
ジュール６８へ有線又は無線で接続されてもよい。システムコントローラ５２及び／又は
モジュール６８の機能は、例えばコンピュータプロセッサなどプロセッサにより実行され
てもよい。温度調節器アセンブリ５４がシステムコントローラ５２へ有線又は無線で接続
される。温度調節器アセンブリ５４は、各温度調節器アセンブリ５４のソフトフローチャ
ネル７０が寝台面２８付近に位置付けられるように、マットレス層２６の中へ延在する。
一実施形態において、ソフトフローチャネル７０は寝台面２８と同一平面にある。一実施
形態において、ソフトフローチャネル７０は、寝台面２８の上方に少なくともわずかに突
出する。一実施形態において、ソフトフローチャネル７０は、寝台面２８の少なくともわ
ずかに下方に位置付けられる。いずれの場合も、ソフトフローチャネル７０は、寝台面２
８にわたる空気の流れを依然として可能にしながら、寝台面２８上に横たわる睡眠者の負
荷の少なくとも一部を担持するよう位置付けられる。
【００２２】
[0039]　温度調節器アセンブリ５４は各々センサ７２を含む。センサ７２は、温度センサ
、圧力センサ、湿気センサ、質量流センサなどを含み得る。センサ７２は、チャネル７０
内の空気の少なくとも１つの特徴、例えば温度などを検出するように構成される。温度調
節器アセンブリ５４は各々、区画４８内の空気の温度を調節するように構成されたデバイ
ス、例えば熱電デバイスなどを含む。一実施形態において、図１０に示されるとおり、寝
具システム２０は、温度調節器アセンブリ５４及び温度調節器アセンブリ５４と一体化さ
れた圧力センサ７８から分離した湿気センサ７６を含む。同様に、寝具システム２０は、
図１１に示されるとおり、温度調節器アセンブリ５４と一体化された温度センサ８０と質
量流センサ８２とを含み得る。一実施形態において、湿気センサ７６は、第１穴６０又は
第２穴６２の１つの中に位置付けられる。温度調節器アセンブリ５４及び／又はセンサ７
２の睡眠者に対する向きは、睡眠者の頭、胴、及び脚付近に位置付けられるように構成さ
れる。バイオメトリック解析アルゴリズム(biometric analysis algorithms)は、センサ
７２の厳密な配置を促すものである。従って、これは、寝台面２８上の様々な位置におけ
るセンサ７２の配置を決定する。一実施形態において、マットレス構成内に含まれる電気
的構成部品は５ボルト以下で動作するものであり、最高の耐火性規格である。
【００２３】
[0040]　一実施形態において、寝具システム２０は、睡眠者がマットレス層２６上に横た
わるときの睡眠者の下部腰椎及び臀部に対応する領域に位置付けられた圧力センサを含む
。寝具システム２０内の圧力センサアレイには２つの主な機能がある。第１は睡眠者の存
在を示すために使用されることである。圧力センサアレイの第２の機能は、睡眠者の横た
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わっている方向、体重、及びおおよそのサイズを補間(interpolate)することである。圧
力センサアレイはＰＩＤシステムコントローラ及び／又はシステムコントローラ５４と直
接相互作用する。圧力センサアレイはまた、自動制御可能な快適性の制御及び機能の潜在
的な使用を可能にする。
【００２４】
[0041]　ソフトフローチャネル７０の少なくとも１つの中の空気の温度がモジュール６８
を使用して選択された温度より高い、それ未満である、又はそれに等しいかどうか検出し
、システムコントローラ５２へそれを示す信号を送るために、センサ７２が使用されても
よい。ソフトフローチャネル７０の１つの中の空気の温度がモジュール６８を使用して選
択された温度より高い場合、このような空気の温度がモジュール６８を使用して選択され
た温度以下であるかそれに等しくなるように、システムコントローラ５２は、熱電デバイ
ス７４に区画４８内の空気を変えさせる温度調節器アセンブリ５４へ信号を送る。システ
ムコントローラ５２及び／又は温度調節器アセンブリ５４は信号をファン３２へ送り、フ
ァンをオンにし、空気を区画４８から吹き出させ寝具システム２０を囲む領域へ吹き込ま
せる。空気が区画４８から出て寝具システム２０を囲む領域へ入るよう移動するときに作
り出される負圧は、モジュール６８を使用して選択された温度より高い温度を有する寝台
面２８で空気を第２穴６２内へ移動させる。空気は第２穴６２から第１穴６０内へ移動す
る。空気は、導管３４の空気チャネルを通って寝具システム２０を囲む領域内へ移動する
ように、第１穴６０から出口ポート４２内へ移動する。空気は、寝具システム２０を囲む
領域における周囲温度を経時的に変化させる。
【００２５】
[0042]　同様に、ソフトフローチャネル７０の１つの中の空気の温度がモジュール６８を
使用して選択された温度未満である場合、このような空気の温度がモジュール６８を使用
して選択された温度以上になるように、システムコントローラ５２は、熱電デバイス７４
に区画４８内の空気を変えさせる温度調節器アセンブリ５４へ信号を送る。システムコン
トローラ５２及び／又は温度調節器アセンブリ５４は、信号をファン３２へ送り、ファン
をオンにし、空気を区画４８から吹き出させ寝具システム２０を囲む領域へ吹き込ませる
。空気が区画４８から出て寝具システム２０を囲む領域へ入るよう移動するときに作り出
される負圧は、モジュール６８を使用して選択された温度未満の温度を有する寝台面２８
で空気を第２穴６２内へ移動させる。空気は第２穴６２から第１穴６０内へ移動する。空
気は、導管３４の空気チャネルを通って寝具システム２０を囲む領域内へ移動するように
、第１穴６０から出口ポート４２内へ移動する。空気は、寝具システム２０を囲む領域に
おける周囲温度を経時的に変化させる。
【００２６】
[0043]　一実施形態において、寝具システム２０は、寝台面２８から空気を連続的に引き
出し、寝具システム２０内の空気の温度を変え、次いで、ソフトフローチャネル７０内の
空気がモジュール６８を使用して選択された温度に等しいことをセンサ７２が検出するま
で、寝具システム２０を囲む領域内へ空気を連続的に移動させるように構成されてもよい
。すなわち、寝具システム２０は、ソフトフローチャネル７０内の空気が各々モジュール
６８を使用して選択された温度に等しい温度を有することをセンサ７２が検出するまで、
先行する段落において説明された方法で作動する。システムコントローラ５２は、次いで
、温度調節器アセンブリ５４に熱電デバイス７４をオンにさせる温度調節器アセンブリ５
４への信号及び／又はファン３２をオンにする信号を終わらせる。代替的に、システムコ
ントローラ５２は、温度調節器アセンブリ５４に熱電デバイス７４をオフにさせる信号及
び／又はファン３２をオフにする信号を温度調節器アセンブリ５４へ送ることができる。
システムコントローラ５２が上記で検討された信号を提供するポイントである、ソフトフ
ローチャネル７０の少なくとも１つの中の空気の温度がモジュール６８を使用して選択さ
れた温度より高い又はそれ未満であることをセンサ７２が検出しない限り及び検出すると
きまで、システムコントローラ５２と温度調節器アセンブリ５４との間に信号はない。最
終結果は、睡眠者と睡眠者の環境との間の環境平衡を作り出す及び達成することである。
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【００２７】
[0044]　一実施形態において、コンデンサ層２４の第１セクション４８ａ及び第２セクシ
ョン４８ｂは各々、独立して制御され得るシステムコントローラ５２と温度調節器アセン
ブリ５４とを有する。すなわち、寝台面２８の、コンデンサ層２４の第１セクション４８
ａの上方の部分が、寝台面２８の、コンデンサ層２４の第２セクション４８ｂの上方の部
分と異なる温度へ設定され得るように、第１セクション４８ａのシステムコントローラ５
２及び１つ又は複数の温度調節器アセンブリは、第２セクション４８ａのシステムコント
ローラ５２及び１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４から独立して設定及び制御され
得る。一実施形態において、これは、寝台面２８の、第１セクション４８ａの上方の部分
について望ましい温度を選択することにより達成され得る。第１セクション４８ａの１つ
又は複数の温度調節器アセンブリ５４のセンサ７２が、第１セクション４８ａの温度調節
器アセンブリ５４のソフトフローチャネル７０の少なくとも１つの中の空気の温度が、モ
ジュール６８を使用して選択された温度より高い、それ未満である、又はそれに等しいか
どうか検出し、第１セクション４８ａのシステムコントローラ５２へそれを示す信号を送
るのに使用されてもよい。第１セクション４８ａのソフトフローチャネル７０の１つの中
の空気の温度がモジュール６８を使用して選択された温度より高い場合、このような空気
の温度がモジュール６８を使用して選択された温度未満であるかそれに等しくなるように
、第１セクション４８ａのシステムコントローラ５２は、第１セクション４８ａの熱電デ
バイス７４に区画４８ａ内の空気を変えさせる第１セクション４８ａの温度調節器アセン
ブリ５４へ信号を送る。第１セクション４８ａのシステムコントローラ５２及び／又は温
度調節器アセンブリ５４は、ファンボックス層２２の第１セクション４８ａの真下の部分
にあるファン３２へ信号を送り、ファン３２をオンにし、空気を区画４８ａから吹き出さ
せ寝具システム２０を囲む領域内へ吹き込ませる。空気が区画４８の第１セクション４８
ａから出て寝具システム２０を囲む領域内へ移動するときに作り出される負圧は、モジュ
ール６８を使用して選択された温度より高い温度を有する、寝台面２８の、第１セクショ
ン４８ａの上方の部分の空気を、マットレス層２６の、第１セクション４８ａの真上の部
分の第２穴６２内へ移動させる。空気は、マットレス層２６の、第１セクション４８ａの
真上の部分の第２穴６２から第１穴６０内へ移動する。空気が、ファンボックス層２２の
、第１セクション４８ａの真下の部分の導管３４の空気チャネルを通って寝具システム２
０を囲む領域内へ移動するように、空気は、マットレスの、第１セクション４８ａの真上
の部分の第１穴６０から第１セクション４８ａの出口ポート４２内へ移動する。空気は、
寝具システム２０を囲む領域における周囲温度を経時的に変化させる。システム２０はま
た、上記で検討された方法で、第１セクション４８ａのソフトフローチャネル７０の１つ
の中の空気の温度がモジュール６８を使用して選択された温度未満である場合、第１セク
ション４８ａの上方の寝台面２８付近の空気の温度を低下させるのに使用されてもよい。
【００２８】
[0045]　同様に、寝台面の、コンデンサ層２４の第２セクション４８ｂの真上の部分の温
度を設定するために、ユーザは、寝台面２８の、第２セクション４８ｂの上方の部分につ
いての望ましい温度を選択する。第２セクション４８ｂの１つ又は複数の温度調節器アセ
ンブリ５４のセンサ７２が、第２セクション４８ｂの１つ又は複数の温度調節器アセンブ
リ５４のソフトフローチャネル７０の少なくとも１つの中の空気の温度がモジュール６８
を使用して選択された温度より高い、それ未満である、又はそれに等しいかどうか検出し
、第２セクション４８ｂのシステムコントローラ５２へそれを示す信号を送るのに使用さ
れてもよい。第２セクション４８ｂのソフトフローチャネル７０の１つの中の空気の温度
がモジュール６８を使用して選択された温度より高い場合、このような空気の温度がモジ
ュール６８を使用して選択された温度未満であるかそれに等しくなるように、第２セクシ
ョン４８ｂのシステムコントローラ５２は、第２セクション４８ｂの熱電デバイス７４に
区画４８内の空気を変えさせる第２セクション４８ｂの温度調節器アセンブリ５４へ信号
を送る。第２セクション４８ｂのシステムコントローラ５２及び／又は温度調節器アセン
ブリ５４は、ファンボックス層２２の、第２セクション４８ｂの真下の部分におけるファ
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ン３２へ信号を送り、ファン３２をオンにし、空気を区画４８ｂから吹き出させ寝具シス
テム２０を囲む領域へ吹き込ませる。空気が区画４８の第２セクション４８ｂから出て寝
具システム２０を囲む領域内へ移動するときに作り出される負圧は、モジュール６８を使
用して選択された温度より高い温度を有する寝台面２８の、第２セクション４８ｂの上方
の部分の空気を、マットレス層２６の、第２セクション４８ｂの真上の部分の第２穴６２
内へ移動させる。空気は、マットレス層２６の、第２セクション４８ｂの真上の部分の第
２穴６２から第１穴６０内へ移動する。空気が、ファンボックス層２２の、第２セクショ
ン４８ｂの真下の部分の導管３４の空気チャネルを通り、寝具システム２０を囲む領域内
へ移動するように、空気は、マットレス層２６の、上方第２セクション４８ｂの真上の部
分の第１穴６０から出て第１セクション４８ａの出口ポート４２内へ移動する。空気は、
寝具システム２０を囲む領域における周囲温度を経時的に変化させる。システム２０はま
た、上記で検討した方法で、第２セクション４８ｂのソフトフローチャネル７０の１つの
中の空気の温度が、モジュール６８を使用して選択された温度未満である場合、第２セク
ション４８ｂの上方の寝台面２８付近の空気の温度を下げるのに使用されてもよい。
【００２９】
[0046]　熱電デバイスが冷却モードにある場合、熱電デバイスは熱気を排出しなければな
らず、加熱モードにある場合は、冷気を排出しなければならない。かくして、一実施形態
において、コンデンサ層２４の第１セクション４８ａの１つ又は複数の温度調節器アセン
ブリの熱電デバイス７４は、コンデンサ層２４の第２セクション４８ｂの温度調節器アセ
ンブリ５４の熱電デバイス７４と空気を交換するように構成される。これにより、コンデ
ンサ層２４の区画４８の第１セクション４８ａ又は第２セクション内の温度を変えるため
に熱電デバイス７４により必要とされる仕事の量を制限することにより、寝具システム２
０の効率が上がり得る。一実施形態において、第１セクション４８ａにおける空気は、第
２セクション４８ｂにおける空気と、ファンボックス層２２の壁５０における開口部５０
ａを通じて交換され得る。このような構成は、区画４８の第１セクション４８ａの上方の
睡眠者が冷却されており、第２セクション４８ｂの上方の睡眠者が温められているとき、
熱気を区画４８の第２セクション４８ｂ内へ供給する熱再利用システムとして機能する。
反対に、睡眠者を温めている第２セクション４８ｂにおいて熱電デバイス７４により作ら
れる冷気は、睡眠者を冷却している熱電デバイス７４を含む第１セクション４８ａへ送ら
れる。
【００３０】
[0047]　熱再利用システムの一実施形態において、第１セクション４８ａの１つ又は複数
の温度調節器アセンブリ５４の熱電デバイス７４が第１セクション４８ａの上方の寝台面
２８付近の温度を上昇させるための信号を受信すると、第１セクション４８ａの１つ又は
複数の温度調節器アセンブリ５４の熱電デバイス７４は、第１セクション４８ａの上方の
寝台面２８付近の温度を選択された温度へ戻すために、熱気を作り出す際に、冷気を排出
することができる。冷気は次いで、第２セクション４８ｂの１つ又は複数の温度調節器ア
センブリ５４の熱電デバイス７４により、第２セクション４８ｂの上方の寝台面２８付近
の温度を下げるために、第２セクション４８ｂの上方の寝台面２８付近の空気を冷却する
のに使用されてもよい。これにより、システムの効率を上げるために、システム２０の一
方の側からの空気を「再利用」し、システム２０の反対側により用いることが可能になる
。同じ方法で、第２セクション４８ｂの１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４の熱電
デバイス７４は、第２セクション４８ｂの上方の寝台面２８付近の温度を選択された温度
へ戻すために熱気を生じる際、冷気を排出してもよい。冷気は次いで、第１セクション４
８ａの１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４の熱電デバイス７４により、第１セクシ
ョン４８ａの上方の寝台面２８付近の温度を下げるために、第１セクション４８ａの上方
の寝台面２８付近の空気を冷却するために使用されてもよい。
【００３１】
[0048]　同様に、第１セクション４８ａの１つ又は複数の温度調節器アセンブリの熱電デ
バイス７４が第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の温度を下げるための信号を
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受信すると、第１セクション４８ａの１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４の熱電デ
バイス７４が、第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の温度を選択された温度へ
戻すために冷気を生じさせる際に熱気を排出してもよい。熱気は次いで、第２セクション
４８ｂの１つ又は複数の温度調節器アセンブリ５４の熱電デバイス７４により、第２セク
ション４８ｂの上方の寝台面２８付近の温度を上げるために、第２セクション４８ｂの上
方の寝台面２８付近の空気を加熱するために使用されてもよい。これにより、システムの
効率を上げるために、システム２０の一方の側からの空気を「再利用し」、システム２０
の反対側により使用することが可能となる。同じ方法で、第２セクション４８ｂの１つ又
は複数の温度調節器アセンブリ５４のデバイス７４は、第２セクション４８ｂの上方の寝
台面２８付近の温度を選択された温度へ戻すために冷気を生じさせる際に、熱気を排出す
ることができる。熱気は次いで、第１セクション４８ａの１つ又は複数の温度調節器アセ
ンブリ５４の熱電デバイス７４により、第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の
温度を上げるために、第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の空気を加熱するの
に使用されてもよい。熱電デバイス７４は、例えばペルチェデバイス、ペルチェヒートポ
ンプ、ソリッドステート冷却装置、又は熱電冷却器（ＴＥＣ）と呼ばれる計器であり得る
。
【００３２】
[0049]　一実施形態において、コンデンサ層２４の区画４８の第１セクション４８ａの熱
電デバイス、及びコンデンサ層２４の区画４８の第２セクション４８ｂの熱電デバイスは
、コンデンサ層２４の外へ空気を排出するための出口すなわち排出口８４を含み、その結
果、第１セクション４８ａにおける熱電デバイス又は第２セクション４８ｂにおける熱電
デバイスが熱気を（寝台面２８付近の空気の温度を上げるために）生じるとき、第１セク
ション４８ａにおける熱電デバイス、又は第２セクション４８ｂにおける熱電デバイスか
ら排出される冷気は区画４８内に含まれない。むしろ、冷気はコンデンサ層２４の外へ排
出される。同様に、第１セクション４８ａにおける熱電デバイス又は第２セクション４８
ｂにおける熱電デバイスが冷気を（寝台面２８付近の空気の温度を下げるために）生じる
とき、第１セクション４８ａにおける熱電デバイス又は第２セクション４８ｂにおける熱
電デバイスから排出される熱気は、区画４８内に含まれない。むしろ、熱気は、コンデン
サ層２４の外へ排出される。これにより、第２セクション４８ｂにおける熱電デバイスが
第２セクション４８ｂの上方の寝台面２８付近の空気を冷却すると同時に第１セクション
４８ａにおける熱電デバイスが第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の空気を冷
却することが可能になり、又は、第２セクション４８ｂにおける熱電デバイスが第２セク
ション４８ｂの上方の寝台面２８付近の空気を加熱すると同時に第１セクション４８ａに
おける熱電デバイスが第１セクション４８ａの上方の寝台面２８付近の空気を加熱するこ
とが可能になる。
【００３３】
[0050]　図１６～図１９に示す一実施形態において、寝具システム２０は、図１～図１５
に示される実施形態の場合のように調整された空気を寝具システム２０を囲む領域、例え
ば寝具システム２０が位置付けられる部屋などへ向かわせるというよりもむしろ、調整さ
れた空気を寝台面２８付近へ向かわせるように構成される。すなわち、図１６～図１８に
示される実施形態において、調整された空気は、寝具システム２０が位置付けられる部屋
の空気を調節するというよりむしろ、寝台面２８の温度を調節するために寝台面２８（寝
台面２８付近の領域）へ向けられる。この構成により、部屋寝具システム２０の空気の温
度が調節されるときに生じるよりも、寝台面２８の温度がより速やかに調節され得ること
が想定される。従って、寝具システム２０は、調整された空気が寝台面２８付近の気流ポ
スト８６を出ることができるように、ファン３２の１つからの調整された空気が気流ポス
ト８６へ向けられ得るように、ファンボックス層２２へ結合された少なくとも１つの気流
ポスト８６を含む。一実施形態において、寝具システム２０は、ファン３２の各々に隣接
するファンボックス層２２へ結合された気流ポスト８６を含む。すなわち、調整された空
気が寝台面２８に隣接した気流ポスト８６から出られるように、ファン３２の各々からの
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調整された空気が気流ポスト８６の１つ内へ向けられるように、各ファン３２は気流ポス
ト８６の１つへ結合される。一実施形態において、気流ポスト８６は各々、寝台面２８に
平行に延在する第１部分８６ａ、寝台面２８に垂直に延在する第２部分８６ｂ、及び寝台
面２８に平行に延在する第３部分８６ｃを含む。気流ポスト８６の内表面は、部分８６ａ
、８６ｂ、８６ｃを通じて連続的である通路８８を規定する。
【００３４】
[0051]　図１６及び図１６Ａに示される一実施形態において、気流ポスト８６の第３部分
８６ｃは、ファン３２が、調整された空気をファンボックス層２２から吹き出し第１部分
８６ａに吹き込むように、寝台面２８に平行に延在する開口部９０を含む。調整された空
気は第１部分８６ａから第２部分８６ｂ内へ移動する。図１６及び図１６Ａに示されると
おり、調整された空気が寝台面２８に平行移動するように、調整された空気は第２部分８
６から第３部分８６ｃ内へ移動し、そこで開口部９０を通じて第３部分８６から出る。図
１７に示される一実施形態において、気流ポスト８６の開口部９０は、気流ポスト８６内
の調整された空気が開口部９０を寝台面２８に垂直な方向に出るように、寝台面２８に垂
直に延在する。一実施形態において、第３部分８６ｃにより規定される平面における気流
の方向を調節するために、第３部分８６ｃは第２部分８６ｂに対して回転可能である。図
１６～図１７に示されるとおり、第２部分８６ｂは、第３部分８６ｂを寝台面２８の上方
に位置付けることを可能にする高さを有する。これにより、調整された空気が寝台面２８
の上を移動することが可能になる。図１６～図１７に示されるとおり、第３部分８６は、
調整された空気が、マットレス層２６の外周というよりむしろマットレス層２６の中心の
方へ向けられるように、第３部分８６がマットレス層２６の少なくとも一部にわたって延
在することを可能にする長さを有する。
【００３５】
[0052]　図１６～図１９に示される一実施形態において、気流ポスト８６は、ファン３２
からの調整された空気が、睡眠者の好みに応じて、寝台面２８付近に又は寝具システム２
０を囲む領域内にのいずれかに向けられることを可能にするための特徴部を含む。例えば
、気流ポスト８６の第２部分８６ｂは、図１６に示される閉位置と図１７に示される開位
置との間で可動であるフラップ９２を含み得る。フラップ９２が閉位置から開位置へ移動
すると、調整された空気が寝具システム２０を囲む領域内へ移動するように、ファン３２
が調整された空気を開口部９４を通じて寝台面２８に平行な方向に移動させることができ
るように、フラップ９２は図１７に示される開口部９４を露出させ、そのような領域にお
ける温度を、室温が選択された温度に一致するまで調節する。一実施形態において、フラ
ップ９２は、フラップ９２をヒンジ９６を中心として回転又は枢動させることにより、開
位置と閉位置との間を移動する。一実施形態において、フラップ９２は、フラップ９２を
閉位置に維持するように構成されたラッチ又はタブ９８を含む。図１７に示されるとおり
いくつかの気流ポスト８６のフラップ９２が閉位置にあってもよく、一方で他の気流ポス
ト８６の他のフラップが開位置にあってもよいことが想定される。これにより、調整され
た空気を寝台面２８付近へ、及び寝具システム２０を囲む領域内へ同時に向けることが可
能になる。
【００３６】
[0053]　図１９に示される一実施形態において、気流ポスト８６の第２部分８６ｂは図１
６～図１８に示されるものと比べて長さが短い。図１９に示されるとおり、第２部分８６
ｂの長さが短いことにより、気流ポスト８６の開口部９０が調整された空気をマットレス
層２６の寝台面２８とマットレス層２６の反対側の底面との間の、マットレス層の部分へ
向けるように、第３部分８６ｃを位置付けることが可能になる。気流ポスト８６の第３部
分８６ｃもまた、第３部分８６が、マットレス層２６の上とは対照的に、マットレス層２
６の側部へ位置付けられ得るように、図１６及び図１６Ａに示されるものと比べて長さが
短い。一実施形態において、第２部分８６ｂの長さが好みに応じて軸方向に短く又は長く
され得るように、気流ポスト８６の第２部分８６ｂは入れ子式になっている。例えば、調
整された空気が寝台面２８の上方へ向けられることを睡眠者が望む場合、睡眠者は、図１
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６～１８に示されるとおり、第３部分８６ｃが寝台面２８の上方に位置付けられるように
、第２部分８６ｂの高さを調節することができる。調整された空気が寝台面２８の下方に
向けられることを睡眠者が求めた場合、睡眠者は、図１９に示されるとおり、第３部分８
６ｃ及び／又は開口部９０が寝台面２８の下方に位置付けられるように、第２部分８６ｂ
の高さを調節できる。
【００３７】
[0054]　本明細書において開示された実施形態に対して様々な修正がなされ得ることを理
解されたい。例えば、任意の一実施形態の特徴部は、他の任意の実施形態の特徴部と組合
せられ得る。従って、上記説明は限定するものとして解釈されてはならず、様々な実施形
態の例示としてのみ解釈されるべきである。当業者は本明細書に添付の特許請求の範囲及
び趣旨内の他の修正形態に想到するだろう。
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